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本研究は、C 型肝炎ウイルス (HCV) 感染症に対してHCV 非構造蛋白質 (NS) 3/4A 阻害剤グレカプレ

ビル/NS5A 阻害剤ピブレンタスビルの併用療法の効果と安全性についてレトロスペクティブに検討した論

文である。日本大学医学部附属板橋病院倫理委員会の承認の下、106 名の C 型慢性肝炎および代償性肝硬

変患者のうち、解析可能であった 102 名を対象として、インターフェロン製剤フリーの経口直接型抗ウイ

ルス薬（direct acting antivirals; DAA）であるグレカプレビル/ピブレンタスビルの 8 週または 12 週の併

用投与および治療終了後 12 週までの追跡調査を行った。102 名のうち DAA ナイーブ例は 93 例、経験例

は 9 例であった。99 名が治療を完了し、重篤な有害事象のため治療を中止した症例は糖尿病等を有する

HCV 遺伝子型 1b の 3 名のみであったが、いずれも 12 週間でウイルス持続陰性化 (sustained viral 
response: SVR) は達成されていた。全体では 99.0%（101/102 例）と非常に高い SVR が達成された。ま

た、再燃も遺伝子型 1b の 1 例のみという良好な結果を示し、この 1 例は約 2 年後に肝細胞癌により肝切

除を受けた。また、遺伝子型 1b 患者で NS5A 領域 P32 欠失例を除外すると直接作用型抗ウイルス薬治療

歴のある 9 例全例において 12 週間投与後の SVR が達成された。さらに、腹膜透析あるいは血液透析中の

6 例全例でも SVR が達成された。この 6 症例は少なくとも 8 薬剤使用中であり薬剤相互作用を検討しな

がらの投与であったが、重度の腎障害があっても有効でかつ安全性にも優れている薬剤であることが確認

された。以上のようにグレカプレビル/ピブレンタスビル併用療法の高い有用性（SVR 達成率）と安全性

を確認した論文である。

また、予備審査において審査員より出された質問に対して、適切な回答がなされており、発表内容に対

して十分な検討および追記がなされた。

以上より、この研究は新規性および独創性があるものと考えられる。

よって本論文は、博士（医学）の学位を授与されるのに値するものと認める。 
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